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  現状と課題 

○平成 23年に制定された「スポーツ基本法」では、スポーツは、世界共通の人類の文化で

あり、国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営む上で不可欠なものである

とともに、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、すべての人々の権利である

と位置づけられています。 

 令和 2 年度以降、区立スポーツ施設の年間利用者数は、新型コロナウイルス感染症によ

る休館等の影響で大きく減少しています。また、令和 4 年度「台東区スポーツに関する意

識調査」では、「この１年間に行った運動やスポーツ」のうち、「ウォーキング、散歩」が

79.9％、「体操」が 44.8％など、一人でできるスポーツをする区民が増えるとともに、実施

した種目に変化が見られるなど、スポーツに対するニーズが多様化しています。さらに、

区が取り組むべき施策のうち、「スポーツ施設の整備・充実」が 38.0％と要望が多くなって

いるとともに、不満な点として「スポーツ施設の不足」が 23.5％となっています。 

 区は、平成 27年度に「たなかスポーツプラザ」を整備したほか、小中学校を活用したス

ポーツひろばなど、身近でスポーツができる場の充実を図っています。引き続き、多様化

する利用者ニーズに対応するため、スポーツができる環境の充実を図るとともに、施設の

●誰もが身近な場所でスポーツに親しむことのできる場が整備されてい 

ます。 

年52万人 区立スポーツ施設利用者数 年 70万人 

49.7％ 
区立スポーツ施設に対する 
施設利用者の満足度 

増加 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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した種目に変化が見られるなど、スポーツに対するニーズが多様化しています。さらに、

区が取り組むべき施策のうち、「スポーツ施設の整備・充実」が 38.0％と要望が多くなって

いるとともに、不満な点として「スポーツ施設の不足」が 23.5％となっています。 

 区は、平成 27年度に「たなかスポーツプラザ」を整備したほか、小中学校を活用したス

ポーツひろばなど、身近でスポーツができる場の充実を図っています。引き続き、多様化

する利用者ニーズに対応するため、スポーツができる環境の充実を図るとともに、施設の
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適切な維持管理を行う必要があります。 

○国は、東京 2020 大会の開催を契機として共生社会等の実現を図り、全国におけるハー

ド・ソフト両面のバリアフリー化の一層の推進に向け総合的な措置を講ずるため、令和 2

年 5月に「バリアフリー法」を改正し、令和 3年 4月に全面施行しました。 

 そのような中、令和 4 年度「台東区スポーツに関する意識調査」では、障害のある方が

スポーツを行う上で必要とされていることとして、「障害者が利用できるスポーツ施設」が

64.6％、「スポーツ施設のバリアフリー化」が 63.6％と多くなっています。 

 このような状況を踏まえ、区は、障害の有無にかかわらず誰もが利用しやすいよう、ス

ポーツ施設においてもユニバーサルデザイン※の導入を進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主な取り組み 

①スポーツ施設の充実 
台東リバーサイドスポーツセンターの陸上競技場については、老朽化による機能低下や

バリアフリー未対応等の課題に対応するとともに、多様化するニーズに応えるため施設の

機能拡充を図ります。また、スポーツができる環境を充実させるとともに、施設整備の際

はユニバーサルデザインを導入します。 

②スポーツ施設の維持管理 
誰もが安全で安心してスポーツができるよう、スポーツ施設の適切な維持管理を実施し

ます。 

③既存施設を活用したスポーツのできる場の充実 
　公園や学校など地域に根差した様々な既存の施設を最大限に活用し、身近でスポーツが

できる場所を確保します。  
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  現状と課題 

○東京 2020大会は、国籍、性別、障害の有無などにかかわらず、多様な人が同じ場に集い、

競い合い、互いを認め合う場となりました。国は、大会開催による機運向上を契機として、

誰もがスポーツに参画できる機会の創出、意識の醸成をより一層進めてきました。 

 令和 4 年度「台東区スポーツに関する意識調査」では、台東区の成人の週 1 回以上のス

ポーツ実施率は 66.7％と、平成 28 年度の 59.8％から 6.9 ポイント増加しており、区民の

スポーツに対する機運の高まりが見られます。一方で、障害者スポーツに関心がある区民

は 40.9％、障害者スポーツを実施したことがある区民は 5.1％にとどまっています。 

 区では、アスリートを招いたスポーツイベントや障害者スポーツの体験会など、区民が

様々なスポーツに触れることができるきっかけづくりを行っています。 

 今後は、東京 2020大会のスポーツレガシーの継承や、スポーツ実施率の更なる向上のた

め、誰もが気軽にスポーツを始められ継続できる機会を提供するほか、障害の有無にかか

わらずスポーツに親しむことができるよう、障害者スポーツをより一層普及させる必要が

あります。 

○幼児期は、体を動かすことを通して、生涯にわたって心身ともに健康的に生きるための

基盤を培うことが必要です。また、令和 3 年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」

では、小中学生の体力が低下しており、運動をしない、もしくは運動時間が減少したまま

の生活習慣が定着することは避ける必要があるとされています。 

 そのような中、区では、幼児運動教室や小中学生を対象にしたスポーツひろばなど、子供

●年齢や障害の有無にかかわらず、多くの区民がスポーツに親しんでい 

ます。 

66.7％ 
成人の週1回以上の 
スポーツ実施率 

70％ 

（令和 10年度末） 
指  標  名  

現  状  目  標  

 （令和 4年度末） 
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様々なスポーツに触れることができるきっかけづくりを行っています。 
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 そのような中、区では、幼児運動教室や小中学生を対象にしたスポーツひろばなど、子供
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がスポーツをする機会を提供していますが、引き続き、幼児期の運動習慣の基礎づくりを

行うとともに、児童・生徒がスポーツの楽しさを味わうことができる環境を整備する必要

があります。 

○令和 4 年度「台東区スポーツに関する意識調査」では、スポーツに関するボランティア

活動をしたことがある区民は 5.4％となっていることに加え、活動するうえでの課題として

「きっかけがないこと」が19.7％、「活動の情報を得ること」が8.8％となっています。

 区では、指導者講習会やスポーツボランティアの登録、情報提供などを通じて支援を行

っていますが、「支えるスポーツ※」の重要性をより一層普及させるとともに、その人材を

育成していく必要があります。 

 

 

  主な取り組み 

① 誰もが気軽にスポーツに触れる機会の提供 
東京2020大会のスポーツレガシーを継承・活用し、スポーツの様々な魅力を体験できる

機会の充実を図ります。また、多様なスポーツ教室やイベントを実施するとともに、区民

がスポーツに関する情報を迅速に分かりやすく入手できるよう取り組みます。 

②障害者スポーツの推進 
障害のある方がスポーツを始めるきっかけとなる障害者スポーツ教室のほか、障害の有

無にかかわらず、多くの区民が障害者スポーツを体験できるイベントを実施し、スポーツ

を通して交流できる機会を提供します。 

③子供の体力向上 
幼児期から身体の使い方を学ぶとともに運動習慣の基礎づくりを行い、スポーツの楽し

さや達成感を味わうことができる教室やイベントなどの機会の充実を図ります。  

④スポーツを支える人材の育成 

スポーツを支える体制を充実させるため、「支えるスポーツ」の重要性について普及啓

発を行います。また、スポーツ指導者に必要な知識が習得できる講習会を開催するととも

に、スポーツイベントなど活躍できる場の充実を図ります。 

 


